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(57)【要約】
【課題】熱源側回路と利用側回路とが液側及びガス側連
絡配管で接続された冷媒回路を有する空気調和装置にお
いて、冷房運転時におけるガス側連絡配管の圧力損失を
できるだけ低減させつつ、空調性能を向上させる。
【解決手段】室外回路（11）に、冷房運転時に室外熱交
換器（23）から流出した冷媒又は暖房運転時に室内熱交
換器（26）から流出した冷媒を膨張させるエジェクタ（
25）と、冷媒回路（10）の冷媒を気液分離する気液分離
器（27）と、その気液分離器（27）で気液分離した後の
ガス冷媒を圧縮機（21）の吸入口へ導くガス側流出通路
（7b）と、気液分離器（27）で気液分離した後の液冷媒
をエジェクタ（25）の吸引口へ導く液側流出通路（7c）
とを接続する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機（21）と熱源側熱交換器（23）とを有する熱源側回路（11）と利用側熱交換器（
26）を有する利用側回路（12）とが連絡配管（4,5）で接続されて蒸気圧縮式の冷凍サイ
クルを行う冷媒回路（10）を備え、上記圧縮機（21）の吐出側に熱源側熱交換器（23）が
接続されるとともに該圧縮機（21）の吸入側に利用側熱交換器（26）が接続される冷房状
態と、上記圧縮機（21）の吐出側に利用側熱交換器（26）が接続されるとともに該圧縮機
（21）の吸入側に熱源側熱交換器（23）が接続される暖房状態とに切換可能な空気調和装
置であって、
　上記熱源側回路（11）には、上記冷房状態時に熱源側熱交換器（23）から流出した冷媒
又は上記暖房状態時に利用側熱交換器（26）から流出した冷媒を膨張させるエジェクタ（
25）と、
　上記冷凍サイクルの蒸発行程後に上記冷媒回路（10）の冷媒を気液分離する気液分離器
（27）と、
　上記気液分離器（27）で気液分離した後のガス冷媒を上記圧縮機（21）の吸入口へ導く
ガス側流出通路（7b）と、
　上記気液分離器（27）で気液分離した後の液冷媒を上記エジェクタ（25）の吸引口へ導
く液側流出通路（7c）とが接続されていることを特徴とする空気調和装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　上記冷媒回路（10）には、上記冷房状態時に上記熱源側熱交換器（23）が上記エジェク
タ（25）の入口側に接続されるとともに上記エジェクタ（25）の出口側に上記利用側熱交
換器（26）が接続される第１状態と、上記暖房状態時に上記利用側熱交換器（26）が上記
エジェクタ（25）の入口側に接続されるとともに上記エジェクタ（25）の出口側に上記熱
源側熱交換器（23）が接続される第２状態とに切換可能な切換機構（24）が接続されてい
ることを特徴とする空気調和装置。
【請求項３】
　請求項１又は２において、
　上記冷房状態時に上記熱源側熱交換器（23）を通過した冷媒又は上記暖房状態時に上記
利用側熱交換器（26）を通過した冷媒と上記ガス側流出通路（7b）を流れる冷媒とを熱交
換する熱交換器（31）が設けられていることを特徴とする空気調和装置。
【請求項４】
　請求項１から３の何れか１つにおいて、
　上記気液分離器（27）内の底部に形成されて上記圧縮機（21）から冷媒ととも吐出され
る冷凍機油を貯留する貯留部（28）と、
　上記貯留部（28）と上記ガス側流出通路（7b）とを連通する油戻し通路（35）とを備え
ていることを特徴とする空気調和装置。
【請求項５】
　請求項１から４の何れか１つにおいて、
　上記液側流出通路（7c）には、上記気液分離器（27）側から上記エジェクタ（25）側へ
向かう冷媒の流れを許容するとともに逆方向への冷媒の流れを禁止する向きに逆止弁（29
）が設けられていることを特徴とする空気調和装置。
【請求項６】
　請求項１から５の何れか１つにおいて、
　上記エジェクタ（25）には、該エジェクタ（25）内を通過する冷媒の膨張量を調節可能
な調節手段（25a）が取り付けられていることを特徴とする空気調和装置。
【請求項７】
　請求項１から６の何れか１つにおいて、
　上記冷媒回路（10）には上記エジェクタ（25）をバイパスするバイパス通路（40）と、
　上記バイパス通路（40）を流れる冷媒の流量を変更する第１流量変更手段（41）とが設
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けられていることを特徴とする空気調和装置。
【請求項８】
　請求項１から７の何れか１つにおいて、
　上記冷房状態時に上記熱源側熱交換器（23）からエジェクタ（25）へ流れる冷媒又は上
記暖房状態時に上記利用側熱交換器（26）からエジェクタ（25）へ流れる冷媒の流量を変
更する第２流量変更手段（42）が設けられていることを特徴とする空気調和装置。
【請求項９】
　請求項１から８の何れか１つにおいて、
　上記冷媒回路（10）を循環する冷媒は、二酸化炭素であることを特徴とする空気調和装
置。
【請求項１０】
　請求項１から８の何れか１つにおいて、
　上記冷媒回路（10）を循環する冷媒は、蒸発温度０℃に対する飽和圧力が０．４ＭＰａ
以下であることを特徴とする空気調和装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、熱源側回路と利用側回路とが連絡配管で接続された冷媒回路を有する空気調
和装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、室外機と室内機とを備えたセパレートタイプの空気調和装置が知られている
。この空気調和装置は、上記室外機を屋外に設置し、上記室内機を室内に設置することに
より、室内の冷暖房運転を行うことができるようになっている（例えば、特許文献１参照
）。
【０００３】
　具体的には、上記室外機には室外回路が設けられ、上記室内機には室内回路が設けられ
ている。上記室外回路には圧縮機と四路切換弁と室外熱交換器と膨張弁とが接続されてい
る。上記室内回路には室内熱交換器が接続されている。そして、この室外回路と室内回路
とがガス側連絡配管及び液側連絡配管で接続されて、蒸気圧縮式の冷凍サイクルを行う冷
媒回路が構成される。尚、この冷媒回路は、上記四路切換弁の切換動作により、冷媒の循
環方向が反転可能に構成されている。この四路切換弁により、上記冷媒回路の循環方向が
順方向に切り換われば、室外熱交換器が凝縮器となり室内熱交換器が蒸発器となって冷房
運転が行われる。一方、上記四路切換弁により上記冷媒回路の循環方向が逆方向に切り換
われば、室外熱交換器が蒸発器となり室内熱交換器が凝縮器となって暖房運転が行われる
。
【特許文献１】特開平１１－３４４２７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、従来の空気調和装置において、冷房運転時には、上記室内熱交換器で蒸発し
た低圧ガス冷媒がガス連絡配管を経て圧縮機に吸入される。一方、暖房運転時には、圧縮
機から吐出された高圧ガス冷媒がガス連絡配管を経て室内熱交換器で放熱する。
【０００５】
　この場合において、上記ガス連絡配管を流れる冷媒ガスの圧力損失を冷房運転時と暖房
運転時とで比較すると、上記低圧ガス冷媒の密度が上記高圧ガス冷媒の密度よりも大きい
ため、冷媒の流速が大きくなり、上記冷房運転時の方が圧力損失が大きくなるという問題
がある。
【０００６】
　又、冷房運転時には、上記室内熱交換器の冷媒出口付近でドライアウトを起こすことが



(4) JP 2010-236706 A 2010.10.21

10

20

30

40

50

ある。つまり、上記熱交換器の冷媒出口付近において、冷媒の流動状態が噴霧流となるこ
とがあり、そうなると、熱交換器の冷媒出口付近の内周面が乾いてしまい、噴霧状態の冷
媒が蒸発しにくくなる。このことから、このドライアウトが起きると、冷房運転時の性能
が低下してしまうという問題もある。
【０００７】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、その目的は、熱源側回路と利用側回
路とが液側及びガス側連絡配管で接続された冷媒回路を有する空気調和装置において、冷
房運転時におけるガス側連絡配管の圧力損失をできるだけ低減させつつ、また、冷房運転
時における利用側熱交換器のドライアウトを抑制し、空調性能を向上させることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　第１の発明は、圧縮機（21）と熱源側熱交換器（23）とを有する熱源側回路（11）と利
用側熱交換器（26）を有する利用側回路（12）とが連絡配管（4,5）で接続されて蒸気圧
縮式の冷凍サイクルを行う冷媒回路（10）を備え、上記圧縮機（21）の吐出側に熱源側熱
交換器（23）が接続されるとともに該圧縮機（21）の吸入側に利用側熱交換器（26）が接
続される冷房状態と、上記圧縮機（21）の吐出側に利用側熱交換器（26）が接続されると
ともに該圧縮機（21）の吸入側に熱源側熱交換器（23）が接続される暖房状態とに切換可
能な空気調和装置を前提としている。
【０００９】
　そして、上記空気調和装置の熱源側回路（11）には、上記冷房状態時に熱源側熱交換器
（23）から流出した冷媒又は上記暖房状態時に利用側熱交換器（26）から流出した冷媒を
膨張させるエジェクタ（25）と、上記冷凍サイクルの蒸発行程後に上記冷媒回路（10）の
冷媒を気液分離する気液分離器（27）と、上記気液分離器（27）で気液分離した後のガス
冷媒を上記圧縮機（21）の吸入口へ導くガス側流出通路（7b）と、上記気液分離器（27）
で気液分離した後の液冷媒を上記エジェクタ（25）の吸引口へ導く液側流出通路（7c）と
が接続されていることを特徴としている。
【００１０】
　第１の発明では、上記圧縮機（21）の吸入側に気液分離器（27）を接続している。こう
すると、上記利用側熱交換器（26）から二相状態で冷媒を流出させた場合であっても、そ
の二相状態の冷媒を該液分離器（27）で気液分離し、ガス冷媒のみを上記圧縮機（21）に
吸入させることができるようになる。
【００１１】
　又、この気液分離器（27）の液側流出通路（7c）にエジェクタ（25）が接続されている
。こうすると、上記気液分離器（27）の液冷媒をエジェクタ（25）から利用側熱交換器（
26）へ戻すことができ、この液冷媒の分だけ、上記利用側熱交換器（26）を流れる冷媒の
流量を増やすことができるようになる。
【００１２】
　第２の発明は、第１の発明において、上記冷媒回路（10）には、上記冷房状態時に上記
熱源側熱交換器（23）が上記エジェクタ（25）の入口側に接続されるとともに上記エジェ
クタ（25）の出口側に上記利用側熱交換器（26）が接続される第１状態と、上記暖房状態
時に上記利用側熱交換器（26）が上記エジェクタ（25）の入口側に接続されるとともに上
記エジェクタ（25）の出口側に上記熱源側熱交換器（23）が接続される第２状態とに切換
可能な切換機構（24）が接続されていることを特徴としている。
【００１３】
　ここで、冷房状態と暖房状態とでは、上記冷媒回路における冷媒の流れ方向が反転する
ため、一般に冷房状態及び暖房状態のどちらか一方で、上記エジェクタ（25）の入口側か
ら該エジェクタ（25）内に冷媒を流入させることができなくなる。
【００１４】
　第２の発明では、上記冷房状態又は上記暖房状態のどちらの場合でも、上記エジェクタ
（25）の入口側から該エジェクタ（25）内に冷媒を流入させることができるようになる。
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【００１５】
　第３の発明は、第１又は第２の発明において、上記冷房状態時に上記熱源側熱交換器（
23）を通過した冷媒又は上記暖房状態時に上記利用側熱交換器（26）を通過した冷媒と上
記ガス側流出通路（7b）を流れる冷媒とを熱交換する熱交換器（31）が設けられているこ
とを特徴としている。
【００１６】
　例えば、上記冷房状態時に冷房負荷が急激に増加した場合に、上記気液分離器（27）へ
一時的に多量の二相冷媒が流入してしまうことがある。こうなると、上記気液分離器（27
）で気液分離できなかった液冷媒が上記ガス側流出通路（7b）を通じて、圧縮機（21）に
吸入されてしまい、好ましくない。
【００１７】
　第３の発明では、このような場合でも、上記熱源側熱交換器（23）を通過した冷媒又は
上記暖房状態時に上記利用側熱交換器（26）を通過した冷媒で上記ガス側流出通路（7b）
を流れる二相状態の冷媒を加熱できるようになる。
【００１８】
　第４の発明は、第１から第３の何れか１つの発明において、上記気液分離器（27）内の
底部に形成されて上記圧縮機（21）から冷媒ととも吐出される冷凍機油を貯留する貯留部
（28）と、上記貯留部（28）と上記ガス側流出通路（7b）とを連通する油戻し通路（35）
とを備えていることを特徴としている。
【００１９】
　第４の発明では、上記気液分離器（27）の貯留部（28）に溜まった冷凍機油を上記油戻
し通路（35）を通じて上記圧縮機（21）へ戻すことができるようになる。尚、冷媒として
二酸化炭素を用いた場合、その二酸化炭素に対する冷凍機油としては、一般にＰＡＧが用
いられる。このＰＡＧは二酸化炭素に比べて比重が大きい。したがって、上記気液分離器
（27）に二酸化炭素とともにＰＡＧが流入した場合、このＰＡＧは上記気液分離器（27）
における貯留部（28）の底部に溜まるようになる。本発明では、このように貯留部（28）
の底部に溜まった冷凍機油を圧縮機（21）へ戻すことができるようになる。
【００２０】
　第５の発明は、第１から第４の何れか１つの発明において、上記液側流出通路（7c）に
は、上記気液分離器（27）側から上記エジェクタ（25）側へ向かう冷媒の流れを許容する
とともに逆方向への冷媒の流れを禁止する向きに逆止弁（29）が設けられていることを特
徴としている。
【００２１】
　例えば、上記冷媒回路（10）の冷媒循環量が少なくなると、上記エジェクタ（25）の吸
引力が弱まり、上記気液分離器（27）の液冷媒を十分に吸引することが困難になるばかり
でなく、上記エジェクタ（25）の吸引側の圧力が上記気液分離器（27）の液流出側の圧力
よりも高くなって、上記エジェクタ（25）から上記気液分離器（27）へ冷媒が逆流してし
まう場合がある。
【００２２】
　第５の発明では、上記液側流出通路（7c）に上記逆止弁（29）を設けることにより、上
記冷媒回路（10）の冷媒循環量が少ない状態でも、上記エジェクタ（25）から上記気液分
離器（27）へ冷媒が逆流しなくなる。
【００２３】
　第６の発明は、第１から第５の何れか１つの発明において、上記エジェクタ（25）には
、該エジェクタ（25）内を通過する冷媒の膨張量を調節可能な調節手段（25a）が取り付
けられていることを特徴としている。
【００２４】
　第６の発明では、上記エジェクタ（25）が開度調整可能な膨張弁を兼ねることができる
ようになる。
【００２５】
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　第７の発明は、第１から第６の何れか１つの発明において、上記冷媒回路（10）には上
記エジェクタ（25）をバイパスするバイパス通路（40）と、上記バイパス通路（40）を流
れる冷媒の流量を変更する第１流量変更手段（41）とが設けられていることを特徴として
いる。
【００２６】
　例えば、上記エジェクタ（25）の流動抵抗が大きすぎると、上記冷媒回路（10）の冷媒
を十分に循環させることができない場合がある。
【００２７】
　第７の発明では、このような場合に、上記バイパス通路（40）へ冷媒を流すことで、上
記冷媒回路（10）の冷媒を十分に循環させることができるようになる。又、上記バイパス
通路（40）を流れる冷媒の流量を調整することができるようになる。
【００２８】
　第８の発明は、第１から第７の何れか１つの発明において、上記冷房状態時に上記熱源
側熱交換器（23）からエジェクタ（25）へ流れる冷媒又は上記暖房状態時に上記利用側熱
交換器（26）からエジェクタ（25）へ流れる冷媒の流量を変更する第２流量変更手段（42
）が設けられていることを特徴としている。
【００２９】
　第８の発明では、上記第２流量変更手段（42）を調整することにより、上記エジェクタ
（25）を通過する冷媒の流量を調整することができるようになる。
【００３０】
　第９の発明は、第１から第８の何れか１つの発明において、上記冷媒回路（10）を循環
する冷媒は、二酸化炭素であることを特徴としている。
【００３１】
　ここで、従来の空気調和装置において、上記冷媒回路（10）の冷媒として二酸化炭素を
用いると、上記利用側熱交換器（26）を蒸発器として使用しているときに、運転条件によ
って、上記利用側熱交換器（26）の冷媒出口付近で、冷媒が環状流から次第に噴霧流とな
ってしまうために伝熱管の内周面が乾いた状態となるドライアウトが生じやすくなる。
【００３２】
　第９の発明では、上記利用側熱交換器（26）から二相状態で冷媒を流出させることがで
きるので、例えば上記エジェクタ（25）の膨張量を調整することで、上記利用側熱交換器
（26）における出口冷媒の乾き度を低く設定し、上記利用側熱交換器（26）の冷媒出口付
近でドライアウトが起きないようにすることが可能となる。
【００３３】
　第１０の発明は、第１から第８の何れか１つの発明において、上記冷媒回路（10）を循
環する冷媒は、蒸発温度０℃に対する飽和圧力が０．４ＭＰａ以下であることを特徴とし
ている。尚、この冷媒としては、ＨＦＣ１３４ａやＨＦＯ１２３４ｙｆ等がある。
【００３４】
　第１０の発明では、上記利用側熱交換器（26）から二相状態で冷媒を流出させることが
できるので、例えば上記エジェクタ（25）の膨張量を調整することで、上記利用側熱交換
器（26）における出口冷媒の乾き度を低く設定することで、密度を高くし、流速を下げて
、上記連絡配管（4）の圧力損失をできるだけ抑えることができるようになる。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明によれば、上記冷房状態時に、上記連絡配管（4）を通じて上記利用側回路（12
）から上記熱源側回路（11）へ二相状態の冷媒を流すことができる。これにより、上記連
絡配管（4）の圧力損失を従来よりも低減することができる。
【００３６】
　又、上記熱源側回路（11）に流入した二相状態の冷媒のうち、液冷媒だけを上記利用側
熱交換器（26）へ戻すことができ、この液冷媒の分だけ、上記利用側熱交換器（26）を流
れる冷媒の流量を増やすことができる。この冷媒流量の増加に伴って、上記利用側熱交換
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器（26）を流れる冷媒の流速が上がり、上記利用側熱交換器（26）の熱交換性能を向上さ
せることができる。これにより、上記空気調和装置の空調性能を従来よりも向上させるこ
とができる。又、冷房運転時における利用側熱交換器（26）のドライアウトを抑制し、空
調性能を向上させることができる。
【００３７】
　また、上記第２の発明によれば、上記冷房状態又は上記暖房状態のどちらの場合でも、
上記エジェクタ（25）の入口側から該エジェクタ（25）内に冷媒を流入させることができ
る。これにより、上記冷房状態又は上記暖房状態のどちらの場合でも、上記気液分離器（
27）から液冷媒を吸引することができる。
【００３８】
　また、上記第３の発明によれば、例えば、上記冷房状態時に冷房負荷が急激に増加して
、上記ガス側流出通路（7b）に液冷媒が流入した場合であっても、その液冷媒を上記熱交
換器（31）で加熱することができる。これにより、上記ガス側流出通路（7b）を流れる冷
媒を過熱状態にした後で、上記圧縮機（21）に吸入させることができ、該圧縮機（21）の
湿り運転を確実に防止することができる。
【００３９】
　また、上記第４の発明によれば、上記気液分離器（27）の貯留部（28）に溜まった冷凍
機油を上記油戻し通路（35）を通じて上記圧縮機（21）へ戻すことができる。これにより
、上記圧縮機（21）における冷凍機油の不足が起きないようにすることができる。
【００４０】
　また、上記第５の発明によれば、例えば、上記冷媒回路（10）の冷媒循環量が少なくな
っても、上記エジェクタ（25）から上記気液分離器（27）へ冷媒が逆流しなくなる。これ
により、上記冷媒回路（10）の冷媒循環量が少ない場合でも、空気調和装置を安定して運
転することができる。
【００４１】
　また、上記第６の発明によれば、上記エジェクタ（25）が開度調整可能な膨張弁を兼ね
るので、上記冷媒回路（10）に別途、膨張弁を設ける必要がなくなり、上記冷媒回路（10
）の構成を簡素化することができる。
【００４２】
　また、上記第７の発明によれば、例えば、上記エジェクタ（25）の流動抵抗が大きく、
上記冷媒回路（10）における冷媒の循環量を上げることができない場合には、上記エジェ
クタ（25）に流入する冷媒の一部をバイパスさせることで、上記冷媒回路（10）の冷媒循
環量を増加させることができる。これにより、空気調和装置の最大能力が上記エジェクタ
（25）の流動抵抗で制限されないようにすることができる。
【００４３】
　又、この場合に、上記第１流量変更手段（41）の調整範囲内で、冷媒の流量を調整し、
上記空気調和装置の能力を調整することもできる。
【００４４】
　また、上記第８の発明によれば、上記エジェクタ（25）に調節手段（25a）が取り付け
られていない場合には、上記第２流量変更手段（42）で、上記エジェクタ（25）を通過す
る冷媒の流量を調整することができる。
【００４５】
　又、上記エジェクタ（25）に調節手段（25a）が取り付けられている場合には、その調
節手段（25a）によらずに、上記エジェクタ（25）を通過する冷媒の流量を調整すること
ができる。これにより、上記エジェクタ（25）と上記第２流量変更手段（42）とで段階的
に冷媒の流量を調整することができる。
【００４６】
　また、上記第９の発明によれば、上記冷媒回路（10）の冷媒として二酸化炭素を用いた
場合であっても、上記利用側熱交換器（26）から流出する冷媒の乾き度を低めに設定する
ことで、上記利用側熱交換器（26）の冷媒出口付近でドライアウトが起きないようにする
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ことができる。これにより、本発明の空気調和装置の冷媒として二酸化炭素を用いたとし
ても、空気調和装置の空調性能ができるだけ低下しないようにすることができる。
【００４７】
　また、上記第１０の発明によれば、上記冷媒回路（10）の冷媒として、蒸発温度０℃に
対する飽和圧力が０．４ＭＰａ以下であって、比較的飽和圧力が低く、圧力損失による蒸
発温度降下が大きいために空気調和装置の空調性能に大きく影響する冷媒を用いた場合で
あっても、上記利用側熱交換器（26）から流出する冷媒の乾き度を低めに設定することで
、上記連絡配管（4）の圧力損失をできるだけ抑えることができる。
【００４８】
　これにより、本発明の空気調和装置の冷媒として蒸発温度０℃に対する飽和圧力が０．
４ＭＰａ以下の冷媒を用いた場合でも、空気調和装置の空調性能ができるだけ低下しない
ようにすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４９】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００５０】
　図１に本実施形態の空気調和装置における冷媒回路図を示す。本実施形態の空気調和装
置（1）は、室外機（2）と室内機（3）とを備えたセパレートタイプのものである。上記
室外機（2）には室外回路（11）が設けられ、上記室内機（3）には室内回路（12）が設け
られている。そして、上記室外回路（11）の第１端（4a）と上記室内回路（12）の第１端
（4b）とが第１連絡配管（連絡配管）（4）で接続され、上記室外回路（11）の第２端（5
a）と上記室内回路（12）の第２端（5b）とが第２連絡配管（連絡配管）（5）で接続され
ることにより、蒸気圧縮式の冷凍サイクルを行う冷媒回路（10）が構成されている。尚、
この冷媒回路（10）には冷媒として二酸化炭素を封入している。又、冷凍機油としてＰＡ
Ｇを封入している。
【００５１】
　上記室外回路（11）には、圧縮機（21）、四路切換弁（22）、室外熱交換器（23）、逆
止弁ブリッジ回路（24）、エジェクタ（25）、及び気液分離器（27）が接続されている。
上記室内回路（12）には、室内熱交換器（26）が接続されている。
【００５２】
　上記四路切換弁（22）は４つのポートを備えており、第１ポートと第４ポートが連通し
且つ第２ポートと第３ポートが連通する第１状態（図１に実線で示す状態）と、第１ポー
トと第３ポートが連通し且つ第２ポートと第４ポートが連通する第２状態（図１に破線で
示す状態）とに切り換え可能となっている。
【００５３】
　又、上記逆止弁ブリッジ回路（切換機構）（24）は、第１～第４逆止弁（CV1,CV2,CV3,
CV4）を有し、上記第１、第２、第３、第４逆止弁（CV1,CV2,CV3,CV4）の順で閉回路とな
るように接続されている。
【００５４】
　尚、上記第１逆止弁（CV1）は、第４逆止弁（CV4）側から第２逆止弁（CV2）側へ向か
う冷媒の流れを許容する向きに取り付けられている。上記第２逆止弁（CV2）は、第１逆
止弁（CV1）側から第３逆止弁（CV3）側へ向かう冷媒の流れを許容する向きに取り付けら
れている。上記第３逆止弁（CV3）は、第４逆止弁（CV4）側から第２逆止弁（CV2）側へ
向かう冷媒の流れを許容する向きに取り付けられている。上記第４逆止弁（CV4）は、第
１逆止弁（CV1）側から第３逆止弁（CV3）側へ向かう冷媒の流れを許容する向きに取り付
けられている。
【００５５】
　上記圧縮機（21）は全密閉型であって、該圧縮機（21）に電気的に接続されたインバー
タ（図示省略）により容量可変に構成されている。この圧縮機（21）は、吸入した冷媒を
所定圧力まで圧縮して吐出するように構成されている。上記圧縮機（21）の吐出側には上
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記四路切換弁（22）の第１ポートが接続され、該四路切換弁（22）の第４ポートは上記室
外熱交換器（23）の一端に接続されている。
【００５６】
　上記室外熱交換器（23）は、該室外熱交換器（23）の近傍に設けられた室外ファン（図
示なし）によって取り込まれた屋外空気と冷媒が熱交換する空気熱交換器を構成している
。上記室外熱交換器（23）の他端は、上記逆止弁ブリッジ回路（24）における第３と第４
逆止弁（CV3,CV4）との間に接続されている。又、上記逆止弁ブリッジ回路（24）におけ
る第３と第２逆止弁（CV3,CV2）との間から延びる冷媒配管は上記エジェクタ（25）の流
入口に接続されている。
【００５７】
　上記エジェクタ（25）は、図示しない駆動流路と吸引通路と噴出流路とを有している。
上記エジェクタ（25）の流入口から流入した駆動冷媒は、上記駆動流路を通過する際に該
駆動流路内に設けられたノズルで膨張する。尚、このノズルの孔径は可変に構成されてい
る。この膨張によってノズルの出口で冷媒の流れが加速され、この加速で生じる負圧によ
って、上記エジェクタ（25）の吸引口から吸引通路へ吸引冷媒が吸引され、上記吸引通路
を流れる。そして、上記駆動流路を通過した冷媒と上記吸引流路を通過した冷媒とが混合
され、上記噴出流路に流入する。上記噴出流路内に流入した冷媒は、該噴出流路に設けら
れたディフューザで減速して昇圧された後に、上記エジェクタ（25）の噴出口から噴出す
るようになっている。
【００５８】
　上記エジェクタ（25）の噴出口から延びる冷媒配管は、上記逆止弁ブリッジ回路（24）
における第１と第４逆止弁（CV3,CV4）との間に接続されている。又、上記逆止弁ブリッ
ジ回路（24）における第１と第２逆止弁（CV3,CV2）との間から延びる冷媒配管は、上記
室外回路（11）の第２端（5a）に接続されている。
【００５９】
　上記室外回路（11）の第２端（5a）は、上述したように、上記第２連絡配管（5）を介
して上記室内回路（12）の第２端（5b）に接続されている。そして、その第２端（5b）か
ら延びる冷媒配管が上記室内熱交換器（26）の一端に接続されている。
【００６０】
　上記室内熱交換器（26）は、該室内熱交換器（26）の近傍に設けられた室内ファン（図
示なし）によって取り込まれた屋外空気と冷媒が熱交換する空気熱交換器を構成している
。そして、上記室内熱交換器（26）の他端から延びる冷媒配管は、上記室内回路（12）の
第１端（4b）に接続されている。
【００６１】
　上記室内回路（12）の第１端（4b）は、上述したように、上記第１連絡配管（4）を介
して上記室外回路（11）の第１端（4a）に接続されている。そして、その第１端（4a）か
ら延びる冷媒配管は、上記四路切換弁（22）の第３ポートに接続されている。上記四路切
換弁（22）の第２ポートから延びる流入配管（7a）は上記気液分離器（27）に設けられた
流入口に接続されている。
【００６２】
　上記気液分離器（27）は、縦長の円筒状に形成された密閉容器で構成されており、該密
閉容器には上述した流入口の他に液流出口とガス流出口とが設けられている。そして、上
記冷媒流入口から流入した冷媒を容器内で気液分離し、気液分離後の液冷媒及びガス冷媒
のうち、上記液冷媒を上記液流出口から流出させ、上記ガス冷媒を上記ガス流出口から流
出させることができるように構成されている。
【００６３】
　上記気液分離器（27）の液流出口から延びる液側流出配管（液側流出通路）（7c）は上
記エジェクタ（25）の吸引口に接続されている。尚、この液側流出配管には逆止弁（29）
が設けられており、その逆止弁（29）は、上記気液分離器（27）から上記エジェクタ（25
）へ向かう冷媒の流れを許容するとともに逆方向への冷媒の流れを禁止する向きに取り付
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けられている。又、上記気液分離器（27）のガス流出口から延びるガス側流出配管（ガス
側流出通路）（7b）は上記圧縮機（21）の吸入側に接続されている。
【００６４】
　　－運転動作－
　〈冷房運転〉
　次に、上記空気調和装置（1）の運転動作について説明する。まず、冷房運転について
説明した後に、暖房運転について説明する。
【００６５】
　上記冷房運転時には、四路切換弁（22）が第１状態に設定される。そして、この状態で
圧縮機（21）を起動すると、室外熱交換器（23）が放熱器となり、室内熱交換器（26）が
蒸発器となって冷房サイクルが行われる。
【００６６】
　具体的に、圧縮機（21）で圧縮された冷媒は、該圧縮機（21）から吐出された後、四路
切換弁（22）を経て室外熱交換器（23）に流れる。室外熱交換器（23）に流入した冷媒は
、室外空気へ放熱した後で室外熱交換器（23）を流出し、上記逆止弁ブリッジ回路（24）
を経てエジェクタ（25）に流入する。
【００６７】
　上記エジェクタ（25）では、上記逆止弁ブリッジ回路（24）から流入した冷媒が上記駆
動通路を流れ、該駆動通路のノズルで冷媒が減圧加速される。この冷媒の加速で生じる負
圧によって、上記エジェクタ（25）の吸引通路に上記気液分離器（27）内の液冷媒が吸引
される。そして、駆動通路の冷媒と吸引通路の液冷媒とが上記エジェクタ（25）の噴出通
路内で混合した後、該噴出通路のディフューザで減速して昇圧する。この昇圧した冷媒が
上記噴出通路から流出し、上記逆止弁ブリッジ回路（24）を経て、上記室外回路（11）を
流出する。
【００６８】
　上記室外回路（11）を流出した冷媒は、上記第２連絡配管（5）を経て上記室内回路（1
2）に流入する。上記室内回路（12)に流入した冷媒は上記室内熱交換器（26）に流入する
。上記室内熱交換器（26）では、冷媒が室内空気から吸熱して蒸発した後で該室内熱交換
器（26）から流出する。このとき、上記室内空気は冷媒から熱を奪われて冷却され、この
冷却された室内空気が室内へ供給される。
【００６９】
　一方、室内熱交換器（26）内の冷媒は、完全に蒸発した状態で室内熱交換器（26）を流
出するのではなく、二相状態で流出する。この二相状態の冷媒は、上記室内回路（12）を
流出し、上記第１連絡配管（4）を経て上記室外回路（11）に流入する。
【００７０】
　上記室外回路（11）に流入した二相状態の冷媒は、上記四路切換弁（22）を経て上記気
液分離器（27）に流入する。上記気液分離器（27）内では、二相状態の冷媒が液冷媒とガ
ス冷媒とに分離し、液冷媒は上述したようにエジェクタ（25）に吸引される。一方、ガス
冷媒は上記圧縮機（21）に吸入され、圧縮された後で該圧縮機（21）から吐出される。上
記圧縮機（21）から吐出された後、上記四路切換弁（22）を経て再び室外熱交換器（23）
に流れる。このように冷媒が循環することにより、空気調和装置の冷房運転が行われる。
【００７１】
　　〈暖房運転〉
　上記暖房運転時には、上記四路切換弁（22）が第２状態に設定される。そして、この状
態で圧縮機（21）を起動すると、室外熱交換器（23）が蒸発器となり、各室内熱交換器（
26）が放熱器となって暖房サイクルが行われる。
【００７２】
　具体的に、圧縮機（21）で圧縮された冷媒は、該圧縮機（21）から吐出される。圧縮機
（21）から吐出された冷媒は、四路切換弁（22）を通過した後で上記室外回路（11）を流
出する。上記室外回路（11）を流出した冷媒は、上記第１連絡配管（4）を経て上記室内
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回路（12）に流入する。
【００７３】
　上記室内回路（12）に流入した冷媒は、室内熱交換器（26）へ流れ、該室内熱交換器（
26）内で室内空気に放熱した後で上記室内熱交換器（26）を流出する。このとき、上記室
内空気は冷媒により加熱され、この加熱された室内空気が室内へ供給される。上記室内熱
交換器（26）を流出した冷媒は、上記室内回路（12）を流出し、上記第２連絡配管（5）
を経て上記室外回路（11）に流入する。
【００７４】
　上記室外回路（11）に流入した冷媒は、上記逆止弁ブリッジ回路（24）を経て上記エジ
ェクタ（25）に流入する。上記エジェクタ（25）では、上記逆止弁ブリッジ回路（24）か
ら流入した冷媒が上記駆動通路を流れ、該駆動通路のノズルで冷媒が減圧加速される。こ
の冷媒の加速で生じる負圧によって、上記エジェクタ（25）の吸引通路に上記気液分離器
（27）内の液冷媒が吸引される。そして、駆動通路の冷媒と吸引通路の液冷媒とが上記エ
ジェクタ（25）の噴出通路内で混合した後、該噴出通路のディフューザで減速して昇圧す
る。この昇圧した冷媒が上記噴出通路から流出する。
【００７５】
　上記エジェクタ（25）の噴出通路から流出した冷媒は、上記逆止弁ブリッジ回路（24）
を経て、室外熱交換器（23）に流入し、該室外熱交換器（23）内で屋外空気から吸熱して
蒸発した後で、上記室外熱交換器（23）を流出する。上記室外熱交換器（23）を流出した
冷媒は、上記四路切換弁（22）を経て、上記気液分離器（27）に流入する。
【００７６】
　上記気液分離器（27）に流入した冷媒は、該気液分離器（27）内で液冷媒とガス冷媒と
に分離され、液冷媒は上述したようにエジェクタ（25）に吸引される。一方、ガス冷媒は
上記圧縮機（21）に吸入され、圧縮された後で該圧縮機（21）から吐出される。上記圧縮
機（21）から吐出された後、上記四路切換弁（22）を経て再び室内熱交換器（26）へ流れ
る。このように冷媒が循環することにより、空気調和装置の暖房運転が行われる。
【００７７】
　　－実施形態の効果－
　本実施形態によれば、上記冷房運転時に、上記第１連絡配管（4）を通じて上記室内回
路（12）から上記室外回路（11）へ二相状態の冷媒を流すことができる。これにより、上
記第１連絡配管（4）における冷媒の圧力損失を従来よりも低減することができる。
【００７８】
　又、上記室外回路（11）に流入した二相状態の冷媒のうち、液冷媒だけを上記室内熱交
換器（26）へ戻すことができ、この液冷媒の分だけ、上記室内熱交換器（26）を流れる冷
媒の流量を増やすことができる。この冷媒流量の増加に伴って、上記室内熱交換器（26）
を流れる冷媒の流速が上がり、上記室内熱交換器（26）の熱交換性能を向上させることが
できる。これにより、上記空気調和装置の空調性能を従来よりも向上させることができる
。
【００７９】
　また、本実施形態によれば、上記冷媒回路（10）に逆止弁ブリッジ回路（24）を設ける
ことにより、上記冷房運転又は上記暖房運転のどちらの場合でも、上記エジェクタ（25）
の入口側から該エジェクタ（25）内に冷媒を流入させることができる。
【００８０】
　また、本実施形態によれば、上記エジェクタ（25）は、該エジェクタ（25）内を通過す
る冷媒の膨張量を調節可能に構成されている。これにより、上記エジェクタ（25）が開度
調整可能な膨張弁を兼ねるので、上記冷媒回路（10）に別途、膨張弁を設ける必要がなく
なり、上記冷媒回路（10）の構成を簡素化することができる。
【００８１】
　また、本実施形態によれば、例えば、上記冷媒回路（10）の冷媒循環量が少なくなり、
、上記エジェクタ（25）の吸引力が弱まったとしても、上記液側流出通路（7c）に上記逆
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止弁（29）を設けることにより、上記エジェクタ（25）から上記気液分離器（27）へ冷媒
が逆流するのを防止することができる。これにより、上記冷媒回路（10）の冷媒循環量が
少ない場合でも、空気調和装置を安定して運転することができる。
【００８２】
　また、本実施形態によれば、上記冷媒回路（10）の冷媒として二酸化炭素を用いた場合
であっても、上記室内熱交換器（26）の冷媒出口付近でドライアウトが起きないように、
上記室内熱交換器（26）から流出する冷媒の乾き度を低めに設定することができる。これ
により、本実施形態の空気調和装置の冷媒として二酸化炭素を用いた場合でも、その空調
性能ができるだけ低下しないようにすることができる。
【００８３】
　次に、実施形態の変形例１～３について説明する。尚、これらの変形例では、実施形態
１の空気調和装置の冷媒回路と同じ部分については同じ符号を付し、相違点についてのみ
説明する。
【００８４】
　　　－実施形態の変形例１－
　図２は、実施形態の変形例１に係る空気調和装置の冷媒回路図である。この変形例１の
冷媒回路と上記実施形態で示した冷媒回路との違いは、上記圧縮機（21）に吸入される冷
媒を加熱するための熱交換器（31）が設けられている点である。
【００８５】
　この熱交換器（31）は、高温側流路（32a）と低温側流路（32b）とを有し、上記高温側
流路（32a）が、上記逆止弁ブリッジ回路（24）とエジェクタ（25）とを繋ぐ冷媒配管に
接続されている。一方、上記熱交換器（31）の低温側流路（32b）は、上記圧縮機（21）
の吸入側と上記気液分離器（27）とを繋ぐ上記ガス側流出配管（7b）に接続されている。
【００８６】
　こうすると、上記冷房状態時に上記熱源側熱交換器（23）を通過した冷媒又は上記暖房
状態時に上記利用側熱交換器（26）を通過した冷媒で上記ガス側流出通路（7b）を流れる
冷媒を加熱できるようになる。これにより、上記ガス側流出通路（7b）を流れる冷媒を過
熱状態にした後で、上記圧縮機（21）に吸入させることができ、該圧縮機（21）の湿り運
転を確実に防止することができる。
【００８７】
　　　－実施形態の変形例２－
　図３は、実施形態の変形例２に係る空気調和装置の冷媒回路図である。この変形例２の
冷媒回路と上記実施形態で示した冷媒回路との違いは、上記気液分離器（27）内の底部に
油溜め部（貯留部）（28）と、上記油溜め部（28）と上記ガス側流出配管（7b）とを連通
する（油戻し通路）油戻し配管（35）とが設けられている点である。尚、変形例２では、
上記油戻し配管（35）が、上記ガス側流出配管（7b）における上記熱交換器（31）の上流
側に接続されているが、上記熱交換器（31）の下流側に接続されてもよい。
【００８８】
　こうすると、上記気液分離器（27）における貯留部（28）の底部には、二酸化炭素より
も比重の大きいＰＡＧが滞留するので、この滞留したＰＡＧを上記油戻し通路（35）を通
じて上記圧縮機（21）へ戻すことができるようになる。これにより、上記圧縮機（21）に
おける冷凍機油の不足が起きないようにすることができる。
【００８９】
　　－実施形態の変形例３－
　図４は、実施形態の変形例３に係る空気調和装置の冷媒回路図である。この変形例３の
冷媒回路と上記実施形態で示した冷媒回路との違いは、上記エジェクタ（25）をバイパス
するバイパス配管（バイパス通路）（40）が設けられている点である。尚、このバイパス
配管（40）には流量調整弁（第１流量変更手段）（41）が取り付けられている。
【００９０】
　こうすると、例えば、上記エジェクタ（25）の流動抵抗が大きすぎて、上記冷媒回路（
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10）の冷媒を十分に循環させることができない場合には、上記バイパス通路（40）へ冷媒
を流すことで、上記冷媒回路（10）の冷媒循環量を増加させることができるようになる。
　　　
【００９１】
　これにより、空気調和装置の最大能力が上記エジェクタ（25）の流動抵抗で制限されな
いようにすることができる。又、上記バイパス通路（40）を流れる冷媒の流量を調整する
ことで、上記空気調和装置の能力を調整することもできる。尚、変形例３では、上記バイ
パス配管（40）に流量調整弁（41）を設けているが、その流量調整弁（41）に代えて電磁
弁を設けて、上記バイパス通路（40）の開閉させてもよい。
【００９２】
　《その他の実施形態》
　上記実施形態については、以下のような構成としてもよい。
【００９３】
　本実施形態では、冷媒として二酸化炭素を用いていたが、これに限定されず、例えば、
ＨＦＣ１３４ａやＨＦＯ１２３４ｙｆ等の冷媒、即ち蒸発温度０℃に対する飽和圧力が０
．４ＭＰａ以下の冷媒を用いてもよい。この場合には、上記利用側熱交換器（26）から流
出する冷媒の乾き度を低めに調整する。こうすることで、上記第１連絡配管（4）の圧力
損失をできるだけ抑えることができ、空気調和装置の空調性能ができるだけ低下させない
ようにできる。
【００９４】
　又、実施形態の変形例３では、上記エジェクタ（25）のノズルの孔径が可変であったが
、これに限定されず、上記ノズルの孔径が固定されていてもよい。この場合には、図５に
示すように、上記エジェクタ（25）の上流側に流量変更手段としての電磁弁（42）又は流
量調整弁（42）を設けることで、上記エジェクタ（25）を通過する冷媒の流量を調整し、
上記エジェクタ（25）を通過する冷媒の膨張量を変更することができる。
【００９５】
　なお、以上の実施形態は、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物、ある
いはその用途の範囲を制限することを意図するものではない。
【産業上の利用可能性】
【００９６】
　以上説明したように、本発明は、熱源側回路と利用側回路とが連絡配管で接続された冷
媒回路を有する空気調和装置について有用である。
【図面の簡単な説明】
【００９７】
【図１】本発明の実施形態に係る空気調和装置の冷媒回路図である。
【図２】本発明の実施形態の変形例１に係る空気調和装置の冷媒回路図である。
【図３】本発明の実施形態の変形例２に係る空気調和装置の冷媒回路図である。
【図４】本発明の実施形態の変形例３に係る空気調和装置の冷媒回路図である。
【図５】その他の実施形態に係る空気調和装置の冷媒回路図である。
【符号の説明】
【００９８】
　1　　　　　空気調和装置
　10　　　　 冷媒回路
　11　　　　 室外回路（熱源側回路）
　12　　　　 室内回路 （利用側回路）
　21　　　　 圧縮機
　22　　　　 四路切換弁
　23　　　　 室外熱交換器（熱源側熱交換器）
　24　　　　 逆止弁ブリッジ回路（切換機構）
　25　　　　 エジェクタ
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　26　　　　 室内熱交換器 （利用側熱交換器）
　27　　　　 気液分離器
　29　　　　 逆止弁

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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